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[はしがき］
都市域における大気質の悪化が肺癌や喘息等の呼吸器疾患の増加原因の一つとして
指摘され，その有害物質の排出源として自動車,特に粉塵排出量が多いディーゼル車の
寄与が大きいと推定されている。ディーゼル粉塵には発癌性／変異原性を有する多環芳
香族炭化水素(PAH)やニトロ多環芳香族炭化水素(NPAH)が含まれている。また，
最近,研究代表者らのグループによりディーゼル粉塵には内分泌撹乱作用があることも
明らかになった。
以上の現状を踏まえて，研究代表者は昭和62年より未規制有害大気汚染物質の挙動
と毒性に関する研究を進めてきた。本研究はそれを展開発展させて，平成10-12年度
に日本学術振興会科学研究補助金（基盤研究(B))の交付をうけて実施した。研究は金
沢大学薬学部を中心に行ったが，内燃機関を用いた実験は宇部興産（株）も参加して金
沢工業大学で，分析装置試作の一部は（株）島津製作所，大気粉塵捕集の一部は石川県
保健環境センターでそれぞれ実施した。更に，大気粉塵捕集はロシア科学アカデミー極
東支部，金沢市環境部，富山工業高等専門学校他，多くの方々にも協力を頂いた。関係
各位に深く感謝の意を表する。
また,平成9年1月に日本海で発生したロシア船籍タンカーの事故で多量に流出した
C重油には本研究課題と共通する有害性PAHが多量に含まれていた。しかし,これま
で日本近海で発生した同種の事故では環境影響が長期間にわたって追跡調査されたこ
とはなかった。そこで，研究代表者らのグループは，急遼，事故直後からそのための調
査研究を開始し，更に継続調査を本研究と密接に連携しながら実施した。その遂行に協
力頂いた多くの方々にも深謝する。
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4．特別招待講演等
1）木津良一，奨励賞受賞講演：ヒトの保健衛生に関する研究，日本薬学会北陸支部
第103回例会,2000.11.11-12,富山．
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1）第2回公開シンポジウム「未規制大気汚染物質の挙動と毒性一自動車排気粉じん
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[研究成果］
研究代表者は，これまで未規制有害大気汚染物質の挙動と毒性に関する研究の一環と
して，まず発癌性／変異原性を有するニトロ多環芳香族炭化水素(NPAH)の超高感度
分析法を開発した。次いで，金沢市をフィールド研究の場に定めて，都市大気中に存在
するNPAHを同定し，毒性が特に強い1,3-,1,6-,1,8-ジニトロピレン(DNP),1-ニ
トロピレン(NP)を追跡して，日内変動や季節変動，発生源，存在様態を明らかにし
た。更に，開発した分析法の実用性をより高めるために，大気粉塵試料の前処理の簡便
迅速化を目的とするNPAH分析システムの改良に着手するとともに，分析対象化合物
を上記4化合物からこれまで大気内挙動が明らかにされていない2･ニトロフルオラン
テン,4-NP,6-ニトロクリセン等にまで拡大した。そして，研究対象都市を金沢以外
の国内外の都市にも拡大してNPAHの大気内挙動を解明した。
また，はしがきにも述べたように，本研究では平成9年1月にロシア船籍タンカーか
ら流出したC重油により汚染した日本海沿岸の環境影響について,PAHに基づく科学
的追跡調査研究も実施した。
これら研究の成果について，以下の項目順に述べる。
自動NPAH分析システムの完成
金沢と他都市の主要NPAHの大気内挙動比較
新規NPAHの大気内挙動解析
PAH/NPAH生成量に及ぼすディーゼル内燃機関の運転条件の影響解析
PAH/NPAHの毒性・生理活性発現機序解明
重油漂着日本海沿岸の汚染と回復?
?
???????????
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